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学位論文内容の要旨 

我々は救急医学教育の一環として、医学生が一般市民に一次救命処置（BLS）を指導する

ことで、一般市民の心肺蘇生（CPR）を行う意欲・自信、CPR の正確性が高まることを検証し

た。また、一般市民を対象に BLS の指導を行った医学生は、受動的に BLS を学んだ学生と比

較して、CPR を行う自信と意欲が高いかどうかについて、アンケート調査を行った。 

BLS 講習を受けた一般市民 294 名は、意識の確認、胸骨圧迫の実施、自動体外式除細動器

（AED）の使用において、自信があると答えた割合が指導後に有意に増加した。実技指導を

行わず、受動的に BLS を学んだ医学生と比較して、一般人に BLS 指導を行った医学生では、

BLS の理解度、意識の確認、胸骨圧迫の実施、AED の使用、BLS を行う意欲のそれぞれにお

いて、有意な向上が見られた。医学生が行う BLS 指導は、一般市民の CPR の質と心停止対応

の自信の向上に貢献した。医学生が BLS を教えることで、自身の BLS の技術を理解し、CPR

に対して自信を持ち、やる気を出すことができる。 

論文審査結果の要旨 

本研究者は、救急医学教育の一環として、医学生が一般市民に一次救命処置（BLS）を指

導することで、一般市民の心肺蘇生（CPR）を行う意欲・自信、CPR の正確性が高まることを

検証した。また、一般市民を対象に BLS の指導を行った医学生は、受動的に BLS を学んだ学

生と比較して、CPR を行う自信と意欲が高いかどうかについて、アンケート調査を行った。 

その結果、BLS 講習を受けた一般市民 294 名は、意識の確認、胸骨圧迫の実施、自動体外

式除細動器（AED）の使用において、自信があると答えた割合が指導後に有意に増加した。

実技指導を行わず、受動的に BLS を学んだ医学生と比較して、一般人に BLS 指導を行った

医学生では、BLS の理解度、意識の確認、胸骨圧迫の実施、AED の使用、BLS を行う意欲の

それぞれにおいて、有意な向上が見られた。医学生が行う BLS 指導は、一般市民の CPR の質

と心停止対応の自信の向上に貢献した。医学生が BLS を教えることで、自身の BLS の技術

を理解し、CPR に対して自信を持ち、やる気を出すことができる。 

本研究において、救急医学教育のなかで、医学生が BLS を指導するというプロセスが、心

肺蘇生（CPR）を行う意欲・自信、CPR 技術の向上に繋がるという新知見が示された。 

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。 
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